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若者よ、闘え

アマゾンドットコムで「若者」と検索してみたら、最近1年ほどの間に
出版された本の中で次のようなタイトルが目についた。『近頃の若者はな
ぜダメなのか　携帯世代と「新村社会」』『欲しがらない若者たち』『なぜ
日本の若者は自立できないのか』『情報病―なぜ若者は欲望を喪失したの
か？』。もとより筆者はこれらの本をすべて読んだわけではないが、タイ
トルから感じられる響きは、日本における若者の現状を悲観的にとらえて
いる、ということになろう。いつの時代でもそういうことはあったであろ
うが、その傾向が強くなっていると思うのは気のせいだろうか。
　
一方で、若者が半ば「弱者」と規定されることも多くなっている。格差
問題や非正規社員の問題を論じる際に特にそうである。非常に厳しい現実
が目の前に存在していることも事実であるが、しかし、日本の若者はいつ
から弱者と規定されるようになってしまったのであろうか。本当に若者は
弱者だろうか。
経済的には若者は弱者かもしれない。しかし、若者はわれわれ壮年世代
には絶対にないものを持っている。それが「若さ」である。「若さ」は人生に
おける有力な武器である。若いということはこれからの人生において十分
な時間を持っているということである。その時間を有効に使えば相当のこ
とを成し得るということを、失敗体験も含めてわれわれはよく知っている。
　
知識が不足しているならば、獲得すべく努力すればよい。スキルが不足
しているならば、身に付けるべく努力すればよい。
未来は不確実である。企業社会においても、確約された未来など何一つ
ないと言っていいだろう。就職人気ランキングなるものは相変わらず存在
するが、ランキングの序列は企業の未来を確約しているわけではない。若
者も、われわれも、現在の姿だけに目を向けすぎていてはいけない。不確
実な未来に対して挑戦していくためには、自分の手で未来を切り開いてい
くのだという気概が欠かせない。気概を持った上で、実行に移せる十分な
時間を有しているという点において、若者には大いなるアドバンテージが
あるはずだ。
　
庇
ひ

護されるべき対象、悲観的分析の対象として若者をとらえる以前に、
若者に対して積極的なメッセージを送るべきではないだろうか。「若者よ、
闘え」と。
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